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はじめに
　
旧制徳島中学校が開設されたのは、明治八年（一八七五）のことであっ
たが（名東県師範学校附属変則中学校として発足） 、その初代校長（心得）となったのは、岡本斯文（一八四三～一九一九）であった。彼は、岡本晤叟（一八〇八～一八八一）の嗣子であり、明治十二年（一八七九）二月に、この任に就いた（文献③『百年史』の年表による） 。　
その時彼が書いたと思われる文章が 『嚶鳴詩文』 （第十一集 ： 明治十三年）
に残されている。 「与徳島中学校生徒書」というのがそれである。　『嚶鳴詩文』は嚶鳴社の詩文集であり、その第一集には、橋本晩翠が序文を書いている（晩翠堂文詩稿・巻之一、第六葉） 。それ と、晩翠は「不休社」 「可群社」 「嚶鳴社」の三つの文学結社 関わってきた。その第三の結社たる嚶鳴社からは『嚶鳴詩文』と題する詩文集が発刊され いた。現在、四国大学凌霄文庫に 、第十～十二集が所蔵されているが、その第十一集に斯 のこの「書」が収められている。　斯文は、翌年にはその職を退き、代わって新居敦二郎（湘香。新居水竹
次男。一八四九～一九一七）が新たに校長心得となり（明治十三年七月） 、明けて一月に校長となる。こうした事情を見る限りでは、斯文と旧制徳島中学校との繋がりは薄いかのようにも見えるが、後に大正年間には塩谷依信（守愚。元徳中校長）の頌徳碑や吉川実夫（明治二十八年徳中卒。京都帝大教授・数学）の墓碑の撰文にあたっているし、就任当時としても、少なくともこの書を草したこと自体は、校長としての責任観念の強さのほどを示していると思われる。　
以下本稿では、この文章を便宜三つの段落に分かちながら見てゆくが、
それは、明治初期における教育思想のあ ようの一斑を窺 知るよす ともなるであろう（本文とともに訓読文と訳文をも掲げた。もとより試案の域を出 い。博雅のご批正をお願いす 第である） 。　
なお、 『嚶鳴詩文』は、 本学附属図書館 ・ 一階ロビーで催された企画展「阿
部有清・歿後百二十年展」の展示資料でもあり、また岡本斯文 いう人物もこの展示で取り上げた（文献②参照） 。そうした意味 本稿は、この展示への解説補遺をも兼ね
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一
　
第一段
【本文】 （正漢字は新漢字に改めた。句読点は原文のまま。以下同）　
斯文敢告校中生徒。得天下英才而教育之。是古君子之所尤楽焉。英才自
古為難得。而近世愈難矣。夫古之有英才者。必学以砥礪之。而其於学也。専志一心。不奪於禍患。不乱於飢寒。孜々講究。以求其成。故有牛衣自給者。有銕硯自誓者。而其能有成者蓋尠矣 其教之之術。未得宜耶 抑学者之研精未至耶。何其材之難得耶。【訓読文】　
斯文、敢へて校中の生徒に告ぐ。天下の英才を得て之を教育するは、是
れ古への君子の尤も楽しみとする所なり。英才は古へ自り得難しと為す而して近世は愈よ難し 夫れ古への英才有る者は、必ず学んで以て を砥礪す。而して其の学に於けるや、志を専らにし心を一にして、禍患にも奪はれず、飢寒にも乱されず、孜々として講究し、以て其の成るを求む。故に、牛衣自ら給する者有り、銕硯自ら誓ふ者有り、 し 能く成す有る者は 蓋し尠し。其の之を教ふるの術、未だ宜しきを得ざるか 抑も、学者の研精、未だ至らざるか。何ぞ其れ材の得難きや【訳文】　
わたくし岡本斯文は、あえて校中の生徒に告げます。天下の英才を得て
これを教育するということ、これは昔 君子（孟子）の大いに楽 みとすると ろでした。しかし、 昔から 英才はなかなか得られな と言います。そして今の世は、ますます得難くなっています。そもそも昔の英才有る人は、 必ず勉強をして自分を磨 たものです。その学び方は一心不乱であり、どんな災いや飢寒にもめげず、 ひたすら講究して学 成る を求めました。ですから、被るものがなく 牛衣にくるまって寝た人もいましたし 不退転の志を鉄の硯（銕は鉄の古字）に託 て進士に及第した人もいました。
それでも、きちんと事業を成し遂げた人は少なかったようです。これは、教え方が悪かったのでしょうか。それとも、学び方が足りなかったのでしょうか。どうしてまあ優れた人材というのはこん に得難いの しょう。　
第一段で斯文は、学問を成就して有為の人材となる人の極めて少いこと
を述べている。そしてそれは 教え方が悪いのか、それとも当人の研鑽が足りないのか、との問いを投げ けている。　
文中の語句について聊かの解説を施すと、まず『孟子』 （尽心・上）に
述べられた君子の三楽は余りにも有名であるが、念の めに の本文と書き下し文とを掲げる。
孟子曰。君子有三楽。而王天下不与存焉。父母倶存。兄弟無故。一楽也。仰不愧於天。俯不怍於人。二楽也。得天下英才而教育之。三楽也。君子有三楽。而王 下不与存焉。 〔孟子曰く、君子に三楽有り。而して天下に王たるは与り存せず焉。父母倶に存し、 兄弟故無き、 一楽也。仰ぎ に愧ぢず、俯して人に怍ぢざる、二楽也。天下の英才を得て之れを教育する、 也。君子に三楽有り 而して天下に王たるは与り存せず焉。 〕
孟子は、第一に家族の無事安寧を、第二に心の正しさを、第三に英才の教育を挙げている。斯文はこの第三の楽しみを取り上 たわけである。　
次に、 「牛衣」の挿話は、漢書・王章伝（巻七十六）に見える。
　　
章疾病、無被、臥牛衣中（中華書局版・第十冊、三二 八頁）
王章は、 元帝 ・ 成帝のころ 活躍した人であるが（次の哀帝で前漢は滅ぶ） 、牛衣の挿話は、儒生とし 長安で勉強していた若い頃のこと して述べられている。病気になった き夜具に事欠いて、麻屑で編んだ筵の中で寝たというのである（ 「牛衣」は、顔師古の注に《編乱麻為之》とある） 。　
また、 「鉄硯」の話しは、新五代史（欧陽修撰） ・桑維翰伝（巻二十九）
に見える。
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 鋳鉄硯以示人曰、 「硯弊則改而侘仕」 。卒以進士及第。 （中華書局版・第一冊、三一九頁） 。
桑維翰は五代（後梁・後唐・後晋・後漢・後周：九〇七～九六〇）の晋に仕えた臣下である。彼は風体は異様だったが、天子の補佐官への志望を強く抱いていた。ところがある人から、科挙など受けずに、もっと他 人の求めに応じ 仕えてはどうかと勧められた。そこでわざわざ鉄硯を鋳させて、この硯が壊れたらそうしましょうと答え というのである。　
斯文は、こうした故事を踏まえつつ、昔の人の奮励努力のありようを掲
げ、しかもなお優れた人材となる人の少ないのはなぜかと問いか ている。はたしてそれは、教育のせいだろうか、それ も本人のせい ろう 。その答えの示されるのが第二段である。　　　
二
　
第二段
【本文】　
方今
　
朝廷制詔府県。大興学。於是乎自欧米各国政治法律。以至夫農商
工賈之業。皆莫不有学焉。而縉紳先生、修其道、講其説、而下帷授徒者、林立於其間、吁
　
国家文物之盛粲
読
、点
然ママ
可以述矣。当有英才之士、能成其業
者、済々然接踵而出焉、而其為士者往々不能専心修業 朝則学法律、夕則修工藝 倐焉為遊宦之人、忽爾為帰隠之客、而 定其所向、以成其業者其与幾何、是尚教之 術未得宜耶。蓋学者自負其材徒求速成故耳。宜矣英材之愈難得也。【訓読文】　
方今、朝廷、府県に制詔して、大いに学を興す。是に於てか、欧米各国
の政治法律より、以て夫の農商工 の に至るまで、皆な学ぶこと有らざる莫し。而して縉紳先生、其 道を修め、其の説を講じ 而して帷を下し徒に授くる者、其の間に林立す。吁、国家文物の盛んなる、粲然として以
て述ぶ可し。当に英才有るの士、能く其の業を成す者、済々然として踵を接し 出づべ 而るに、其の士為る者、往々にして専心修業すること能はず、朝には則ち法律を学び 夕べには則ち工藝を修め、倐焉として遊宦の人と為り、 忽爾と て帰隠の客と為る、 而して能く其の向ふ所を定めて、以て其の業を成す者、其れ与に幾何ぞ。是れ尚ほ之を教ふる 術、未だ宜しきを得ざるか。蓋し学者自ら其の材を負ひて徒らに速成を求むるが故のみ。宜なるかな、英材の愈よ得難きや。【訳文】　
現在、朝廷は府県に詔を下して、学問を大いに興隆させています。それ
で、欧米各国の政治や法律から、農業・商業・工業 いたるまで どれもこれも学んでいます。立派な先生がたは、諸道を修めて理説を講じ、塾を開いて教える人が至るところに居ます。ああ 国家文物の盛んなありさまは、輝かしいものとして述べることができます。きっと英才に恵まれた人たちからは、見事に事業を成し遂げる者 、りっぱな姿で次から次へと輩出するに違いないと思われます。ところが、学ぶ立場の人たちは、ともすると専心修業することが きません 朝に法律を んだかと思うと、夕方には工芸を習い、あっという間に他郷の役人 ったか 思う たちまち帰ってきて引退します。その中 、 方向をきちんと決めて大成する人はいったいどれだけい でしょう 。それでもやはり、教え方 よくないのでしょうか。そうではなくて、学ぶ者 自分の才能 過信して いたずらに速成を求めるからにほか らないと思わ ます。これでは有為な人材がますます出にくいのも当たり前のことでしょう。　
第二段では、速成への戒めが述べられる。西洋の文物が流れ込んできて
以来、我が国の知識人たちは応対にい まが無い。本気でこれ 追いつこうとすれば神経衰弱 なるほかないと、 漱石先生を て嘆 せたのも（ 「現代日本の開化」平成新版全集・第十六巻） 、一にかかってこの状況による。
一二〇
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「外発」の強制力は、ことほどさように大きい。しかし、斯文はそこに教学隆盛の世を見ている。ただ、それに眩惑されてはならず、とりわけ「速成」の誘惑に打ち克たねばならないというのが、ここでの斯文の趣意であろう。　
語句について言うと、 「速成」の語は、論語に見える。
　　
 闕党童子将命。或問之曰。益者与。子曰。吾見其居於位也。見其与先生並行也。非求益者也。欲速成者也。 〔闕党の童子、命を将（おこな）ふ。或るひと之を問ひて曰く「益者か」と く、 「吾れ、其の位に居るを見 や、其の先生と並び行くを見る也。益を求むる者に非ざる也。速成 欲する者也」と 〕 （憲問第十四・末尾の章）
ここでは「求益」と「速成」とが対置される。本当に自分の伸びることを求める人と、背伸びをするだけの人と──。速成はもとより望ましいこではなく（後掲備考参照） 、孔子の時代でも今の時代で 、そのことに変わりはないが、とりわけ今の時代では、周りの状況からそれに走りやすい点に問題があるというのであろう。むろん斯文としては、この弊 陥らぬよう心がけるべきだ 言いたいわけであ 。〔備考
 〕 『孟子』 （公孫丑・上）の「揠苗（あつびょう） 」の喩えは、 「助長」の語とともに、よく知られていよう。
宋人有閔其苗之不長而
揠
之者。芒芒然帰。謂其人曰。今日病矣。
予助苗長矣。 子趨而往視之。苗則槁矣。 〔宋ひとに、其の苗の長ぜざるを閔（うれ）へて、之れを揠（ぬ）く者有り。芒芒然として帰りて其の人に謂ひて曰く 「今日は病（つか）れたり。予れ苗を助けて長ぜしめたり」と。其の子、趨りて往きて之 を視る。苗は則ち槁れたり〕
　　　
 『孟子』本来の文脈では、 「浩然之気」を養うにあたって作為性が有害無益であることを述べるためのものであるが、速成の否定的評価とあい通ずるものがあろう。播種からたった八日間で美しく生長す
るという、かの「アドニスの園」のことも想起されてよい（ 『パイドロス』二七六Ｂ） 。
では、次のことに答えてくれたまえ。――分別をわきまえている農夫は、もし自分が何かの作物の種を大切にして、それが実りをもたらすことを願っているとしたら、その種を、夏、アドニスの園にまいて、八日の間に美しく生長するのを見てよろこぶといったようなことを たしてまじめな目的のためにするだ うか。それとも、そもそもそういった をもし彼がするとしたら、それは慰みや娯しみのためにこそするのであって、ちゃん まじめな目的のある種の場合に 農業の技術を用い そ に適した土地にまき、八ヶ月たっ 自分 まいたかぎりのものが実を結べば満足する、といったやり方をするだろうか？（ 『プラトン全集
　
第五巻』藤沢令夫訳
　
一九七四
　
岩波書店。二五八～九
頁）
プラトンにあってそれは、文字で書かれる言葉全般に対する心構えのようなものを述べるためのものであり、また「慰みや娯しみ」として （一面での） 価値を認めるもの はあるが、 その根柢には、 「速成」的なものに対する否定的な評価が底流してい と言えよう。
　　　
三
　
第三段
【本文】　
諸子皆鋭敏。孜々汲々。無曽怠倦。則他日能成其業。以鳴
　
国家文物之
盛者。其或可以幾歟。文也性駑劣。自少不定所向。故無一可与古人比者。唯恒自歎自耻耳。今叨得管校務、旁教育若鋭敏之士、是殆古君子之所尤楽焉者歟、則文之楽可以知也、雖然諸子年皆弱、故文亦深恐其志中道而変、不能遂成其学、以鳴
　
国家文物之盛、使文得保今日之楽也、人有言、勉強
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或生心疾、文謂決不然、是必別有所由焉、不然則亦因其負材求速成耳。詩云、靡不有初 鮮克有終、西人亦有言、得事業之絶美、由専心勉力、諸子其省諸 文将期十余年之後、以観成否焉、
　　　　　　　
斯文
　
頓首、
【訓読文】　
諸子皆な鋭敏、孜々汲々として、曽て怠倦すること無くんば、則ち他日、
能く其の業を成し 以て国家文物の盛んなるを鳴らす者、其れ或いは以て幾（ちか）かるべきか。文や性駑劣、少（わか）きより向ふ所定まらず。故に一として古人と比す可き者無し。唯だ恒に自ら歎 自 耻づるのみ。今、叨（みだ）りに校務を管ることを得、旁ら若ぢ鋭敏の士を教育す、是れ殆ど古への君子の尤も楽しみとする所の者か。則ち文の楽しみ、以て知るべきなり。然り 雖も、諸子、年皆な弱（わか）し。故に文も亦た 其の志の中道にして変じ、遂に 其の学を成して以て国家 物の盛んなるを鳴らし文をして 日の楽しみを保つを得しむ 、能はざ んことを深く恐る。人言ふこと有り、勉強 或いは心 疾ひを生ずと。文謂へらく決して然らず、是れ必ず別に由る所有り 然らずんば則ち亦た其の材を負ひて速成を求むるに因るのみと 詩に云は 「初め有ら不る靡（な）し、克く終り有る鮮し」と。西人も亦た言ふこ 有り 事業の絶美を得る専心勉力するに由る」と。諸子其れ諸を省みよ。文将 十余年 後を期して、以て成否を観んとす。
　　　　　　　　　　　　　　
斯文
　
頓首
【訳文】　
皆さんは秀才揃いです。 一所懸命に勉強して決して怠ることがなければ、
功績を立てて国家文物の盛んなありさまを目にも 見せ くれることは、まあ恐らく間違いないのではないでしょうか わたくし岡本斯文は 生まれつき鈍才で、若いころから方向が定まりませんでし 。ですから、何一つ古人と肩を並べられるようなも があり せん いつも我ながら情けなく思い恥じ入っているばかりです。今、かたじけなくも校長心得となりまたあなたがた秀才を教えることになりました。これはもう、昔 君子が
大いに楽しみとしたことに限りなく近いではありませんか。わたくしの楽しみがどのようなものかが分かろうというものです。けれども、みなさんはまだ若い。それでわたくしも、みなさんが志を途中で変えてしまい、成功して国家の興隆を体現してわたくしの今の楽しみ 保つということのできなくなることを、深く心配しております。 「無理をする 心の病気になるかもしれ い」な と言 人 ありますが、私は決してそうは思いません。理由は別のところにあるの ょう。 そうで なら、才能を自負して速成を求めるからにほかなりません。詩経ではこう言っ いま 、「初めは善いものを授かっていても、最後までそれを全うできる人は少い」と。西洋の人も「大きな成功は、専心努力の賜物だ」と言っています。さあ皆さん、こ 言葉をよくよく考えて下さ 。わたく は、十数年後に、あなたがたがどうなっ い を見たいと思っています。　
第三段では、いよいよ学業大成への嘱望が述べられる。浅学非才のわた
くしが諸君のような英才を得て教育の任にあたることができる は、君子三楽のうちの一つを享受しているというに近い。だから諸君は、ゆめゆめ学業を途中で放棄して、私の楽しみを壊すようなことは でほしい、というのである。衷心から迸り出 勧学の言葉だと言えよう。　
語句について言うと、 「中道」の語は論語に見える。
　　
 冉求曰。非不説子之道。力不足也。子曰。力不足者。中道而廃。今女画。 〔冉求曰く、子の道を説（よろこ）ばざるに非ず。力足らざればなり、と。子曰く、力足らざる者は中道にして廃す。今、女（なんぢ）は画（かぎ）れりと。 〕 （雍也第六 ・ 十三章） 。
那波蜆北の「贅庵詩鈔序」にも、論語のこの章を踏まえた一節が見られる（本誌同時掲載 「那波蜆北の作品四篇」 参照） 。勉学が中途で止まることは、昔も今も書生の通弊としてあまりにしばしば見られることだっ だろう。 『うひ山ふみ』で本居宣長が《すべて思ひくづを ゝは、学問に大に
一二二
岡本斯文の「徳島中学校生徒に与ふる書」──阿部有清・歿後百二十年展への解説補遺を兼ねて（其二）──
きらふ事ぞかし》 （岩波文庫、一六頁）と記すのも、そうした事情によると思われる。　
次に、詩経の引用は、大雅・蕩之什からである。この二句について朱子
は《其降命之初。無有不善。而人少能以善道自終》と註する（群玉堂「国学叢書」 版 『詩経集註』 、 一五九頁。句点引用者） 。初めは良い賦性を授かっていても、最後までそ を善く導いて全うすることのできる人は少ないというのである。詩経本来の文脈としては、世の乱れる原因をそこに求めるものであるが、斯文に即して見 ば、勉学の才に恵ま た若き俊秀たちへの、切々たる愛おしみの念を込めて、引かれ ると言えよう（ 「西人」の言葉については、未だ出典を確かめ得ていない） 。　
最後に、この文章に附せられた橋本凝洲（晩翠。一八一二～一八八七）
の批評を見ておこう。【原文】 （句点引用者）　
凝洲曰。近世人情浮華。自恃其才。求速成者。往々皆是。生徒輩。当書
此語於紳矣。 〔原文の凝州
4
は凝洲
4
に改めた〕
【訓読文】　
凝洲曰く、近世人情浮華、自ら其の才を恃む。速成を求むる者、往々に
して皆な是れなり。生徒輩、当に此 語を紳に書すべ 。【訳文】　
凝洲（橋本晩翠）はこう言っている。 「近頃 人は軽薄で、自分の才能
を過信する。速成を求める者は、えてして皆これである 生徒たちは この言葉を深く銘記すべきだ」　
晩翠の評は、嚶鳴社社友としての立場から附されたものと思われる。語
句としては「紳に書す」が目に留まる。この言い方が論語に由来することはよく知られていよう。　　
 子張問行。子曰。言忠信。行篤敬。雖蛮貊之邦行矣。言不忠信。行不
篤敬。雖州里行乎哉。立則見其参於前也。在輿則見其倚於衡也。夫然後行。子張書諸紳。 〔子張、行はれんことを問ふ。子曰く、 「言、忠信、行、篤敬ならば、蛮貊の邦と雖も行はれん。言、忠信ならず、行、篤敬ならざれば、州里と雖も行はれんや。立ちては則ち其の前に参するを見る也。輿に在りては則ち其の衡に倚るを見る也（朱子の注によれば、 「其」は「忠信篤敬」を指し、片時もそれと離 ないことを表わすとされる） 。夫れ然る後に行はれん」 と 子張、 諸れを紳に書す〕 （衛霊公第十五 ・ 六章）
子張は、孔子から聞いた教えを忘れないために、わざわざ広帯（紳）の垂れ下がった部分に書き留めておいたというのである。斯文の文章では、論語に基づく「速成」の語が二度にわたって用いられていたが、 晩翠もまた、あたかもそれと相呼応するかのよう 、論語の章句を踏まえて、批評の言葉を添えたわけである。　　　
む
　
す
　
び
　
以上、岡本斯文の「与徳島中学校生徒書」を、三段に分かちながら見て
きた。洋学史研究の佐光昭二氏によ ば、旧制徳島中学校は《県下教育・学問の淵薮》であったとされる（文献①、四一九頁） 。斯文のこの「書」は、そのような学校の、その創立当初の意気込みを込めて起草されて と言えよう。それがどのような形で伝達されたのかは分からない。しかし、少くとも文章の趣旨としては、そうした意味での「建学の初心」を、校中の全ての生徒に向けて光被せんとしたのであった（備考参照） 。〔備考〕
 過日（二〇一八年三月一六日・金） 、本学で執り行われた卒業式（正式名は「卒業証書・学位記授与式」 ）に、来賓としてお見えになった松山隆博先生（城南高等学校校長：当時）から頂いたご祝電には《常に学ぶ姿勢を持ち続け》という文言が見られた。ま その
岡本斯文の「徳島中学校生徒に与ふる書」──阿部有清・歿後百二十年展への解説補遺を兼ねて（其二）──
一二三
日の、徳島県高等学校長協会会長としてのスピーチにも、同じ趣旨の文辞が含まれていたと記憶する。初代校長・岡本斯文の「書」から隔たること百四十年。場面も対象も異なるとはいえ、その研鑽継続勧励 精神において、ゆくりなくも相照応するものであったと言えよう。
　
内容面での特質としては、次の三つの点が注目される。
　
第一は、大成してこそ英才も真に英才だという考え方の見られる点であ
る。英才と言うと、どうしても「生まれつき」のほうに目が行きがちだが、その善導成就 い こともそれに劣らず重要である。古風な立身出世主義と言ってしまえばそれまでだが、そこには天資開顕という普遍的な要素も見られる。持って生まれたものを、余すところなく展開し花開かせることこそ大切だ――そのような主張 して受け止めるならば、今日にも十分通用するものを持っている。そしてそれには、己れを越えた或る大きなものに携わるという契機 介在することも必要なのであろう。　
第二は、それを阻害する要因として「速成」 挙げられ いる点である。
その心理的な理由として、斯文は自己の才能に対する過信を挙げているが、その他にも、たとえば人目を気にす 虚栄心 いった事柄が考えられるかも知れない。しかし、伸び よ に見え ことと、伸びることとは大きく異なる。前者が後者を阻害す 意味で 、正反対だとさえ言える。仮象（
Schein ）と存在（
Sein ）の、千里の径庭に心せよ――斯文「速成」
への戒めは、そのような教えを垂れているとも えよう。　
第三に、したがって学校もまた、卒業生の十数年後の姿を考えるべきも
のとして、捉えられ ことになる。直接にはそれは、 「速成」の罠に陥ることなく大成の基礎を養うべしと う、学ぶ者への勧告 形を取 いが、 れは直ちに、教える者に対 ても、そ 姿勢を正すべきものと跳ね返ってくる。短期的、あまり 短期的 視野は、彼らを伸ばすどころか損なってしまう （筆者自身、 顧みて忸怩た がある） 。斯文の の 「書」
は、スロー・フードならぬスロー・エデュケイションの勧めとして、受け止めることもできるわけである。　
岡本斯文という人は儒者の家に生れ、東京遊学の際にも安井息軒や林鶴
梁に学んでいる。彼の教養基盤が徹頭徹尾儒教的であったことは、疑い無く明らかである。今日、儒 と言えば、封建時代の古くさい遺物 しか受け止められないので ないかと思われるが よく目を凝らして見れば、現代にも通ずる（あるいはそれに反省を促す）普遍的な要素が含まれているかも知れない。斯文のこの文章も、そうした意味 今日 お、繙読するに値すると言えるのではなかろうか。〔附記〕本稿は、本学言語文化研究所の共同プロジェクト「凌霄文庫所蔵
　
　
資料に基づく近世 ・ 近代阿波文化の研究」による研究成果の一部である。
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